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      ２０２１年（令和３）７月－９月の主な組合活動報告 

 

（日本パウダーコーティング協同組合活動報告） 
（１）第１０４回理事会（オンライン・Zoom 使用）９月 ３日 13：10-14：30  

    参加人数 ： 理事１５名中１０名、監事２名中１名 計１１名   

 

（２）「パウダーコーティング」誌２０２１夏季号発行  ７月２１日付 

     http://www.powder-coating.or.jp/pc/  PC 誌     

 

（３）粉体塗装技術要覧第５版の作成（塗料報知新聞社発刊、パウダー協編集） 

   １１月発刊に向けて作業中。１０月１日現在初校チェック中。 

   １０月１２（済），２２日 編集会議予定 

 

（４) ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕関係 

   ① 第４回社員総会及び第２３回理事会  ６月１６日  高橋、福田出席 
     新体制 ： 理事長   :  坂井秀也（坂井技術士事務所） 

 副理事長 :  平野克己（CEMA 専務理事）、高橋大（パウダー協理事、㈱三王） 

            理事     :  白石公郎、稲田健（㈱花菱塗装技研工業）、 

小泉雄一（㈱小泉塗装工業所） 

             監事     :  望月徳三 

             アドバイザー :  木下稔夫（TIRI 都産研）、奴間伸茂（塗料塗装技術研究所）、 

藤井俊治（㈱三菱ケミカルリサーチ）、福田良介（パウダー協）   

   ② 第２４回理事会  ７月２６日  高橋、福田  

   ③ 合同会議     ８月２０日  高橋 

   ＊ＩＰＣＯ : パウダー協は団体加入。新体制及び今後の活動方針について情報誌部分に 

掲載しています。 

 

（５）クオリコート委員会  ８月 ４日 一社）軽金属製品協会にて（リモート） 

 

（６）塗料産業 夢・ロードマップ２０４６ 初回ワーキンググループ会議  ９月１５日 

      （塗料報知新聞社，都産研，IPCO,CEMA，パウダー協） 

   

（今後の２０２１年度組合活動予定） 
   ① 第１０５回理事会（東京） １月２０日（水）頃予定      

   ② ２０２２（令和３）年賀詞交歓会   

     ２０２２年賀詞交歓会はコロナ禍の状況により判断する。１２月中旬に確定予定。 

   ③ 日本パウダーコーティング誌発行 １０月２０日、２０２２年１月２０日予定 

   ④ 粉体塗装研究会セミナー １１月９日（火）、２０２２年２月８日（火）予定     

   ⑤ 各支部における支部会等の催し  適宜 

  

 （会員企業における登録変更） 

   ☆ 賛助会員 

    ㈱桂精機製作所  ⇒ ㈱ヒートエナジーテック  

     １０月１日付で同社熱設備事業部の分社化に伴い、当組合の賛助会員登録を下記に変更 

    致しました。 

       ご担当   ： 営業統括本部 本部長 萩原 和徳様 

        住所登録 ： 横浜市港北区新羽町 964-21  
           *１１月９日の粉体塗装研究会セミナー2021-4 においてもご紹介いただきます。 

 

http://www.powder-coating.or.jp/pc/


25 
 

【第１０４回理事会議事録】 
 

 ◎ 開 催 日 ： ２０２１年（令和３年） ９月３日（金） 
 

(1) 召集年月日    ：  ２０２１年（令和 ３年） ８月１８日（７月２８日に事前確認用送付） 

(2) 開催日時及び場所  ：  ２０２１年（令和 ３年 ９月３日（金）午後１時１０分 

～ 午後２時３０分  

                    「リモート会議にて実施・Zoom 使用」 

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

     理事の数１５名  監事の数２名 

出席理事の数   １５名の内   １０名本人出席（リモートにて）、 

出席監事の数    ２名の内     １名本人出席（リモートにて） 

(4) 議長の氏名     ：  渡邊 忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 :  福田良介 

 (6) 議事経過の要領及びその結果 ： 

    第１０４回理事会はコロナ禍のために引き続きリモートにて実施した。 

   新年度の４月より半年経過もコロナ禍により思った活動ができなかったが、毎月の JAPCA News 

    （適宜送付の事前送付版、臨時版含めて）の発行、パウダーコーティング誌（春季号、夏季号）、 

   粉体塗装技術要覧第５版の編集等地道には行ってきた。 

   今回の理事会はその報告も含めて２０２１年４‐９月の組合活動報告、新会員の承認を中心に 

   行い、出席役員より近況を報告していただいた。 

   承認事項、報告事項に関しては特に異議はなかった。 

    

（議事内容） 
 (1) 承認事項 

    1) 組合員、賛助会員入退会について 

       （入 会）   

        企 業 名 ： BS＆B セイフティ・システムズ㈱ 

                受 付 日 ： ２０２１年５月２８日付(入会申込書受理)  

代表者名  ： Gunnar Svensson（カントリーマネージャー） 

ご 担 当 ： 長森 崇展 （セールス Mg） 

住    所 ： 神奈川県横浜市神奈川区守屋町３－１１SG リアルティ横浜４F南 

防塵爆発防護機器並びに圧力関連機器の設計、製造、販売 

        ＊ 5/31-6/7 に理事会メンバーへの事前問い合わせを行った結果は特に異議はございま

せんでした。（仮承認）  

               ⇒ 本理事会では全会一致で承認。 

 

     2) 休会中の日本シー・ビー・ケミカル㈱についての対応 

      このコロナ禍による景気低迷で２０２０年度に続き、２０２１年度も休会措置の依頼があ

った。コロナ禍を考慮して全会一致で特別承認。 

           ☆ ２０２１年８月３１日現在会員数 

          組合員  ５０社  賛助会員  ２３社（１社休会中） 

  

(2) 報告事項 

     1) 第２６期４月－８月活動報告     

         ・ 第１０２回決算理事会（ ４月１２日 リモートにて実施） 

   ・ 第２５回通常総会（ ５月２４日 リモート及び意思決定通知書、委任状により実施）      

       ・ 「パウダーコーティング」誌発行（ＷＥＢ版）（ ４月２３日、 ７月２１日） 

コロナ禍でもあることから会員企業全社に印刷して配布 

       ・ パウダー誌編集委員会（ ４月１３日 リモート）  
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次回は１０月１２日に「きゅりあん」にて実施予定 (予定通り済)  

        ・ 粉体塗装研究会セミナー（４月の 2021-2 は中止、６月２２日に 2021-3を実施 リモ 

ート）参加者 申込人数 ５３名（各事業所で数名参加されても１でカウント） 

        ・ 粉体塗装技術要覧第５版の編集（発刊は㈱塗料報知新聞社） 

２０２１年度の組合活動の一環として実施。 

                編集委員長 ： 河合先生 

  編集委員   ： 佐川氏（関西ペイント㈱）、野村氏（日本ペイント・インダストリアル 

コーティングス㈱、柳田氏（旭サナック㈱）、壱岐氏（日鉄防食㈱）、吉田氏（日本パー 

カライジング㈱）、竹内先生（茨城大学名誉教授、研究会会長） 

  幹事       ： 塗料報知新聞社 有馬社長、藤井氏、パウダー協 福田 

          ① コロナ禍ではあるが適宜編集委員会を実施（会合形式及びリモートにて） 

                 ② 発刊は１１月を予定 

            ③ 会員向けに１冊贈呈で予算調整している。  

      ・ JAPCA News  ２１２（５月号）-２１６（９月号）  

        コロナ禍によりニュース項目が多いことから各月２－３回の事前送付版、特に急ぎの 

         場合は臨時版を配信。 

        2) 対外活動 

      ・ ＩＰＣＯ〔一社）国際工業塗装高度化推進会議〕総会、理事会及び合同部会等（４月 

９日、４月１６日、５月２８日、６月１６日（総会）７月２６日、８月２０日 主に 

リモート） 高橋大理事、福田 
 ＩＰＣＯは団体加入で高橋大理事が副理事長、福田が顧問として参画。 

      ・ ＣＥＭＡ（日本塗装機械工業会）総会 リモートによる参加） ６月１８日（金）                 

          ・ クオリコート委員会 （リモートにて） ８月４日（水） 

☆ 東京工業塗装協同組合総会, 一社）軽金属製品協会総会, ,全国中小企業団体中央会総 

会, 日本エルピーガス審査登録運営委員会は新型コロナ感染症により出席しての参加 

は中止に。   

  (3) 第２６期予算と８月３１日現在の実績  

          資料 １  ： 第２６期予算と８月３１日現在実績    

 

(4) その他 

    1) 事務局より１ ： 全体行事が中々コロナ禍によりでき難い状況であることから当面各支部 

      での活動を中心に行っていただく様要請 

        2) 事務局より２ ： 

      粉体塗装研究会セミナーの開催についての報告を実施。 

① ２０２１年度 : ２月の２０２１－１，６月の２０２１－３，１１月の２０２１－４  

   を開催もしくは予定。４月の２０２１‐２セミナーは中止。 

② ２０２２年度は２月の２０２２－１セミナーを開催予定。  

     ⇒ ここまでの報告事項については一括して福田より説明。出席役員から特に異議なし。 

 

    次に、関係団体からのご報告をいただいた。（当組合役員で他の関係団体の役員をされておら 

れる方々より） 

 

 3) ＩＰＣＯ(高橋大理事)，クオリコート（小澤理事）、ＡＢＡ（近藤監事），工塗連（高橋正 

理事・書面にて）、日塗商・青年部（社本理事）より概況他諸々。 
① ＩＰＣＯ ： 副理事長 高橋(大)  顧問 福田  

② クオリコート委員会 ： 小澤 PD 協理事（広報委員長）、近藤 PD 協監事、古川氏（日本シービーケ 

ミカル㈱）、福田 参画  一社）軽金属製品協会と共同にて委員会を構成 

③ ＡＢＡ   ： 専務理事 近藤 旭(PD 協監事)  ④ 工塗連 ： 会長 高橋 正（PD 協理事） 

⑤ 日塗商青年部 ： 社本 PD 協理事 

  

         ・ＩＰＣＯ ： この４月よりの新体制（坂井理事長、高橋大副理事長）の説明と今後の活動 



27 
 

       について（高橋大理事より）  

     ・クオリコート委員会 ： ８月４日の委員会報告と現状。（小澤理事より） 

        菊池委員長の勇退による新委員長の選任の件 ⇒ 全員が対面方式で集まれるまでペン 

ディング。２０２０年度の決算では黒字に。 

     ・ＡＢＡ  ： ＡＢＡにおける主な活動報告（近藤監事より） 

        ＡＢＡ認定資格制度 ― 工場塗装管理技術者 について 

       ⇒ この資格制度に関してはパウダー誌新年号にて掲載したいと考えている。 

                他にＳＤＧｓへの取組についても話がありました。 

            ⇒ 当組合でも初歩から始めており、パウダー誌夏季号より３－４回に分けて奴間氏に 

                ＳＤＧｓについて執筆いただいている。また、当組合企業におけるＳＤＧｓの取り 

                組み例も順次掲載していく予定。夏季号では戸﨑産業㈱を掲載。 

     ・工塗連  ： 高橋正理事より書面にていただいた（代読 福田） 

        １．９月全国大会中止、総会を WEB で行う。 

        ２．工業塗装友の会を新たな委員会として設置⇒困り事をみんなで話し合う所から始め 

ます。 

             ３．１０月には神奈川で塗装技能コンクールの展示会（神奈川県塗装組合主催）が開催 

予定。 

             ４．技能実習生の問題（新たな実習生入国出来ないし、帰国予定の人達は時給の良い地 

域へ移動してしまう）⇒私としては実習生頼みの経営から脱却して欲しいですが実 

情は簡単ではないようです。トップ工業は実習生いません。 

             ５．原材料の値上がり状況のアンケートを取ります ⇒ 塗装単価に転嫁する手立て 

     ・日塗商 ： 日塗商において関係する部分での現状。 

       青年部では CEMA と合同の事業を実施中。その中で工業用塗料のリーダーとして活動。 

             リモートでの研修活動の一環として粉体塗装研究会への協力要請があり今後進めて行 

             く。 ⇒ CEMAとの共同事業については CEMA平野専務理事からも伺っており興味を持っ 

                      ている。 

次に、他の出席者の方々より現状報告をいただいた。 

  ・ナフサの高騰により樹脂等の原材料がアップ、それに伴い塗料価格等に影響。 

  ・ステンレスも１．５倍に価格アップ。塗装設備等の価格にも影響。  等々 

                                        以上 
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製品・新製品のご紹介 

 

２０２１秋季号は筒井工業㈱とＢＳ＆Ｂセイフティ・システムズ㈱様からご依頼がござい

ました。 

 

 １．筒井工業㈱ コンサルティング事業部  ツツイ式 Ｔ-ＣＸ 

   先般 JAPCA News 等でもご紹介したコミュニケーションセミナーのご紹介です。 

   同社代表取締役社長で当組合副理事長の前島氏がＬＡＢプロファイルトレーナー 

〔ＮＬＰプロフェッショナルコーチ（ICF 認定コース）修了〕として講師をされて 

おられます。 

    

 ２．ＢＳ＆Ｂセイフティ・システムズ㈱ 

   同社は本年５月にパウダー協にご加入いただいた企業で、粉じん爆発対策機器等を 

取り扱っておられます。この関係では組合として初のご加入です。 

今回は同社で取り扱っておられる爆発防護機器、粉じん爆発抑制システム、スパー 

ク検知・消化システムのご紹介です。 

   １１月９日（火）の粉体塗装研究会２０２１－４セミナーでもご講演いただきま 

す。 

  

 

この製品・新製品のご紹介ページはパウダー協会員会社の中で特にご紹介したい製品、特

に新製品のご紹介を無料で行っています。一回の発刊で３社（Max.２ページ）までとして

います。ご活用下さい。 

                                    事務局 
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コロナ禍における全塗料と工業用焼付塗料分野における塗料種及び 

主な関係する業種の状況について 
                               （経済産業省統計より） 

 

 ２０１９年より生じている米中貿易摩擦や２０２０年に入って大きな問題となって現在も 

続いている新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＴ-１９）の蔓延等により、日本だけでなく世界 

中の経済成長が落ち込み、２０２０年度はリーマンショック時の様な様相で失速した。 

２０２１年に入るとワクチン接種等コロナ対策も出てきたことから２０２０年より復活はし 

てきているが、２０１９年レベルまで戻るのはまだまだ時間がかかると思われる。 

特に、日本における一番のけん引役である自動車産業はこのところコロナに加えて半導体不 

足の影響が大きく影を落としている。 

１０月にコロナ禍第５波の緊急事態措置等が解除されて一気に元の状態に戻ろうとしていま 

すが、完全にコロナ禍が終息した訳ではないし、ワクチン接種は進んでいる状況下でも第６ 

波がこの冬場に来るとかなりの専門家から言われています。 

ワクチン、各種コロナ対応薬（経口薬含めて）により季節性インフルエンザの様な対応が取 

れるようになっていけば経済の方も急速に改善されていくものと考えられます。 

表-１は全塗料と工業用焼付塗料分野における塗料種及び主に関係する業種における２０２０ 

年とその前年の２０１９年を比較したもの及び２０２１年１-７月を２０１９年と２０２０年 

の同時期を比較したものである。 

 

（１）２０２０年を２０１９年から見た状況（２０２０年/２０１９年） 表－１参照 

２０２０年度の全塗料生産量は対前年比９０．４％で一番落ち込んだ５月は７４．９％で 

 あった。工業用焼付塗料分野における塗料種では水性樹脂系塗料、溶剤系焼付塗料（アミノ 

 アルキド樹脂系、アクリル樹脂系焼付乾燥型）はどれも自動車関連の影響が大きいのか８０ 

  ％台で、一番落ち込んだ５月は５５～６５％と２０１９年の半分に近い。 

粉体塗料は自動車関連の影響が幾分他の塗料種に比べて薄いこともあり、対前年比生産量 

  は９５．８％で、一番落ち込んだ７月でも８０．６％とコロナ禍の中健闘したと言える。 

７月に最低月が来ているのは受注残の関係ではないかと関係者の方々からは伺っている。 

一部、コロナ特需の業種もあるのでこの部分の貢献もあるのかもしれません。〔農業用機械 

器具の中の管理用機器（噴霧器等）や除湿器などなど〕 
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表ー１ コロナ禍における関係塗料と主な業界の状況１（生産量） 

    ２０２０年/２０１９年（暦年） （２０２０年を２０１９年から見た状況）  

経済産統計生産動態統計調査より      

製品分類 2020 年/2019 年 
2020 年 

最低月 

最低月における

2020 年/2019 年 

粉体塗料 95.8% ７月 80.6% 

全塗料 90.4% ５月 74.9% 

水性樹脂系塗料 87.0% ５月 55.3% 

アミノアルキド     

樹脂系塗料 
85.6% ５月 63.0% 

アクリル系焼付乾燥型 

塗料  
82.5% ５月 53.3% 

四輪自動車 83.3% ５月 38.9% 

二輪自動車 85.4% ５月 47.1% 

産業車両 94.8% ７月 73.1% 

完成自転車 98.2% ３月 68.6% 

土木建設機械 93.8% ５月 67.5% 

装輪式トラクター 85.7% ５月 46.0% 

金属工作機械 73.4% ５月 58.6% 

ガス機器 98.5% ５月 86.0% 

石油機器 80.2% ５月 68.5% 

分電盤 98.1% ５月 87.2% 

机 85.5% ８月 78.4% 

ミシン 75.0% ５月 44.9% 

冷凍機 81.2% ５月 46.2% 

冷凍機応用製品 87.0% ５月 65.3% 

自動販売機 80.6% ６月 63.0% 

エアコンディショナー 86.6% ５月 65.0% 

電気冷蔵庫 85.9% ２月 49.9% 

電気洗濯機 97.0% ２月 57.0% 

除湿器 117.9%    ー    ー 
 

（２）２０２１年を２０１９年及び２０２０年と比較した状況 

（２０２１年１-７月/２０１９年及び２０２０年１-７月） 

  ２０２１年１-７月の全塗料生産量は対前年比１０５．２％と増加したが、２０１９年１- 

 ７月と比較すると９２．４％で２０２０年/２０１９年が９０．４％なので戻り感は弱い。 
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工業用焼付塗料分野における塗料種の中で水性樹脂系塗料、溶剤系焼付塗料は対前年比約１ 

１０％の伸びであるが、２０１９年と比較すると９０％にも達してない。まだまだ戻ってな 

いのが現状である。 

粉体塗料は対前年比とほとんど変わらず、２０１９年と比較しても大きくは伸びてない。 

関係業種の状況を見てみると、土木建設機械、金属工作機械など対２０１９年比で１００％ 

超えしているものがあるが、半導体不足の影響もある四輪自動車などは戻り感が弱い。 

今後はコロナ禍の終息もしくは With Corona による共生による世の中の安定化、工業用焼付 

塗料分野で大きな影響を及ぼす自動車関連産業の復活、家電分野などで影響が大きい購買意 

欲の増強などが鍵となると考える。 

 

表ー２ コロナ禍における関係塗料と主な業界の状況２（生産量） 

 ２０２１年１-７月/２０１９年及び２０２０年１-７月 

＊年途中の為１-７月データより       経済産統計生産動態統計調査より 

製品分類 
2021.1-7 / 

   2020.1-7 

2021.1-7 / 

  2019.1-7   

粉体塗料 100.9% 97.4%  

全塗料 105.2% 92.4%  

水性樹脂系塗料 112.4% 89.5%  

アミノアルキド     

樹脂系塗料 
108.3% 88.1%  

アクリル系焼付乾燥型 

塗料 
109.1% 83.2%  

四輪自動車 114.7% 84.4%  

二輪自動車 141.4% 119.6%  

産業車両 104.5% 94.2%  

完成自転車 108.5% 105.9%  

土木建設機械 120.4% 102.6%  

装輪式トラクター 140.5% 107.2%  

金属工作機械 166.2% 105.8%  

ガス機器 108.5% 103.4%  

石油機器 117.8% 93.4%  

分電盤 99.6% 102.0%  

机 104.7% 89.7%  

ミシン 153.4% 96.3%  

冷凍機 128.8% 94.2%  
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冷凍機応用製品 103.4% 84.1%  

自動販売機 77.5% 61.8%  

エアコンディショナー 102.8% 83.3%  

電気冷蔵庫 107.7% 75.0%  

電気洗濯機 97.6% 89.8%  

除湿器 122.5% 120.8%  
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